
令和８年度 京都市立第三錦林小学校 研究発表会

令和９年１月２９日（金）

主体的に考え、対話を通して
自らを高められる子どもの育成

～適切な見取りの上に成り立つ
学ぶ必然性を感じられる授業と緻密な手立ての追究～



お申し込みについて

■教育関係者を対象としています。
■右のＱＲコード、または下記ＵＲＬより
お申し込みください。

https://forms.cloud.microsoft/r/jdjJkQxwr5

■申込期間：令和９年１月２０日（水）まで
■参加費：一般 ５００円（資料代込み・当日現金払い）
※京都市内からの参加者は不要です。

■お問い合わせ
京都市立第三錦林小学校
〒606-8424 京都府京都市左京区鹿ケ谷宮ノ前町９
℡:075-771-4844  Fax:075-771-0923 担当 北波 岳史

「児童が主体的に学ぼうとす
る姿」「児童同士でともに学
び合おうとする姿」が徐々に

みられるように。

対話の意義を理解し、友達と
対話する中で思考を広げたり
深めたりできる児童が増えて

きた。

学習が苦手な児童も、教材や
題材の工夫により主体的に学
習に取り組めるように。

対話の必要性を実感し、主体
的に対話し、自分の考えを形
成している姿が見られた。

意図をもって対話相手を選ん
だり、学習の進め方を自分で
判断したりする姿がみられる

ように。

今年はどんな変容が見られる
でしょうか・・・。

自身の経験をもとに相手に伝

えようとする姿がみられた。

初年度
「テーマ性のある学び」

２年目
「学ぶ必然性の実感」

３年目
「思考を支える基盤づくり」

４年目
「個に応じた指導」

５年目
「協働的な学び」

６年目
「対話を通して自らを高める」

７年目
「適切な見取り」

講演 水戸部修治先生
（京都女子大学発達教育学部 国語科教育学 教授

小学校教諭、県教育庁指導主事、山形大学地域教育文
化学部准教授等を経て、文部科学省初等中等教育局教
育課程課教科調査官、国立教育政策研究所教育課程研
究センター総括研究官・教育課程調査官・学力調査官
を歴任。平成29年4月より現職。）
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研究主題について
「主体的に考え」とは課題解決のために「子ども自らが１時間

１時間の学習のめあてを考えたり、単元の進め方を考えたり、対
話相手などを考えたりする姿」、「子ども自らが必要な情報を判
断したり、情報を精査して考えを形成したり、選んだ方法で表現
したりする姿」とする。 「対話を通して自らを高められる子ど
も」とは「自己や他者、書き手や話し手等との対話を通して、
「今」の自分からより「高み」を目指している姿とする。 その
ような子どもを育成するために、まずは「子ども達の適切な見取
り」が必要だと考える。「目の前の子ども達に付いている力はど
んな力なのか。課題は何か。」「ここで付けたい力はどんな力
か」を見極めることが重要になる。その上で、「学ぶ必然性を感
じられる授業」と「緻密な手立て」を追究していく。

研究主任 北村 葵

７年目の成果をご覧ください。

https://forms.cloud.microsoft/r/jdjJkQxwr5
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